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ウィズコロナ・アフターコロナ時代での



コロナ後の方向性
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n FPジャーナル10月号、未来投資会議の資料を元に方向性を探る
l 資料リンクは詳細欄に掲載

n FPは特にテレワーク、ネット化が進む
l ネットで仕事をして、時間が増える

n 副業、起業、フリーランス志向の高まりとFP
l 収入は減るので、時間を有効活用したい



FPは特にテレワーク、ネット化が進む
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• コンサルタント業の3/4がテレワーク→FPも同じ傾向だろう
• 通勤時間の短縮、就労時間が1日平均1時間23分減少→ワークスタイルが激変
• デジタル広告市場はテレビを抜いてトップ(30%）→テレワーク化を考えれば
ネットでの訴求が欠かせなくなっている

未来投資会議第42回配布資料P4より



副業、起業、フリーランス志向の高まりとFP
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• 副業のみならず、起業・フリーランスへの関心の高まりが大きい
• 時間が余るが収入が減る→時間を有効活用したいニーズ高まる
• 収入を得るための選択肢として起業・フリーランスに着目する人が増えてい
るのだろう

未来投資会議第39回配布資料P1より



まとめ
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1. コロナ禍でコンサルタントは3/4がテレワー
クに
l インターネット広告市場が伸び、テレワークと相まってFP
の露出はネット必須に

2. テレワークによる効率化により就労時間減
少、起業・フリーランスへの関心急速に高ま
る
l FP自身も含め、今後ライフプランの重要な選択肢になって
いく



行列のできるFP事務所プロデューサー林健太郎
By 林FP事務所

無料プレゼント中！

詳しくはこちら
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